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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策を背景に、企業収益や雇用情勢が改

善するなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。

一方、建設コンサルタント業界は、公共事業全般に関する需要が前年度同水準で推移し、中でも集中復興期間の最

終年度にあたる震災復興、国土強靱化、地方創生などの事業に予算が重点配分されていることから、引き続き活況を

呈しております。しかしながら、業界全体に亘る人手不足と技術者の高齢化問題に関する対策は長期的な課題となっ

ております。

このような経営環境の下、当社グループは、継続的且つ安定的な業績の確保と将来の業容拡充に向け、市場環境を

前提とした事業計画を立てるとともに、組織運営・営業活動・生産活動などの分野ごとに行動指針を定め、これに基

づいた施策を着実に実施いたしました。特に、前期より課題となっていた人的投資および将来の事業領域拡大を目指

した再生可能エネルギー関連の新規事業投資につきましては、上半期まで当初計画どおり進捗しておりますので、下

半期も引き続き積極的な取り組みをおこなってまいります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高3,003百万円（前年同期比6.0%増）、売上高3,072百万円（前

年同期比5.6％増）、営業利益101百万円（前年同期比42.2%減）、経常利益105百万円（前年同期比35.4％減）、四半期純

利益18百万円（前年同期比79.6%増）となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

主力事業であります建設コンサルタント事業は、受注高1,915百万円（前年同期比2.1％増）、売上高2,277百万円

（前年同期比4.0％増）、営業利益121百万円（前年同期比18.2％減）となりました。

（情報処理事業）

情報処理事業は、受注高1,085百万円（前年同期比13.7％増）、売上高793百万円（前年同期比10.7％増）、営業利益

32百万円（前年同期比54.9％減）となりました。

　（不動産賃貸・管理事業）

不動産賃貸・管理事業は、当社子会社が主に連結グループ内企業に対してサービスを提供している事業で、受注高2

百万円（前年同期比9.1％増）、売上高2百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益16百万円（前年同期比79.0％増）とな

りました。

（注）上記セグメント別の売上高は、外部顧客に対する売上高のみを表示しております。

内部売上高を含む詳細につきましては、９ページ【セグメント情報等】をご参照下さい。

（２）財政状態に関する説明

　（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,872百万円減少し、4,464百万円となり

ました。これは主として受取手形・完成業務未収入金等の減少によるものであります。

　（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ1,875百万円減少し、2,698百万円となりま

した。これは主として短期借入金の返済による減少によるものであります。

　（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ2百万円増加し、1,766百万円となりまし

た。これは主としてその他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、平成27年７月３日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四

半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法は期

間定額基準を継続適用する一方、割引率の決定方法については、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく

割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率

を使用する方法に変更いたしました。この変更による期首の利益剰余金および損益への影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,229,528 1,470,131

受取手形・完成業務未収入金等 1,694,615 764,184

未成業務支出金 945,630 757,319

その他 93,124 79,876

貸倒引当金 △1,496 △113

流動資産合計 4,961,402 3,071,398

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 194,524 190,754

土地 537,025 537,025

その他（純額） 69,295 75,905

有形固定資産合計 800,845 803,685

無形固定資産 138,787 143,245

投資その他の資産

その他 478,980 489,646

貸倒引当金 △44,041 △44,041

投資その他の資産合計 434,939 445,604

固定資産合計 1,374,572 1,392,536

繰延資産

社債発行費 1,300 778

繰延資産合計 1,300 778

資産合計 6,337,275 4,464,713

負債の部

流動負債

業務未払金 482,974 295,819

1年内償還予定の社債 76,000 40,000

短期借入金 2,600,000 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 72,910 40,000

未払法人税等 41,918 53,359

受注損失引当金 6,699 1,204

その他 768,122 645,459

流動負債合計 4,048,625 2,175,843

固定負債

長期借入金 50,000 40,000

役員退職慰労引当金 146,168 154,328

退職給付に係る負債 274,211 266,212

その他 54,225 61,755

固定負債合計 524,604 522,296

負債合計 4,573,230 2,698,139

決算短信 （宝印刷）  2015年07月09日 21時02分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社協和コンサルタンツ(9647) 平成27年11月期 第２四半期決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 250,000 250,000

利益剰余金 354,655 355,567

自己株式 △1,628 △1,854

株主資本合計 1,603,027 1,603,713

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,784 19,599

退職給付に係る調整累計額 16,135 8,067

その他の包括利益累計額合計 26,919 27,666

少数株主持分 134,098 135,193

純資産合計 1,764,044 1,766,573

負債純資産合計 6,337,275 4,464,713
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 2,908,329 3,072,369

売上原価 2,189,463 2,391,359

売上総利益 718,866 681,010

販売費及び一般管理費 543,732 579,851

営業利益 175,134 101,158

営業外収益

受取利息及び配当金 474 481

受取家賃 4,080 3,910

補助金収入 11,617 24,797

その他 2,105 1,983

営業外収益合計 18,278 31,173

営業外費用

支払利息 29,990 26,603

その他 849 681

営業外費用合計 30,840 27,284

経常利益 162,573 105,047

特別損失

固定資産除却損 197 39

投資有価証券評価損 33,834 -

貸倒引当金繰入額 25,966 -

特別損失合計 59,997 39

税金等調整前四半期純利益 102,575 105,008

法人税、住民税及び事業税 57,199 51,542

法人税等調整額 13,489 26,049

法人税等合計 70,689 77,592

少数株主損益調整前四半期純利益 31,885 27,415

少数株主利益 21,602 8,949

四半期純利益 10,283 18,465
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 31,885 27,415

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,595 8,815

退職給付に係る調整額 － △8,067

その他の包括利益合計 △3,595 747

四半期包括利益 28,290 28,163

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,687 19,213

少数株主に係る四半期包括利益 21,602 8,949
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 102,575 105,008

減価償却費 35,995 31,953

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,614 △1,383

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,123 8,160

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,841 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △20,604

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,925 △5,495

受取利息及び受取配当金 △474 △481

支払利息 29,990 26,603

投資有価証券評価損益（△は益） 33,834 -

売上債権の増減額（△は増加） 1,165,152 930,430

たな卸資産の増減額（△は増加） 46,675 188,311

仕入債務の増減額（△は減少） △169,657 △187,155

その他 113,685 △135,763

小計 1,360,500 939,582

利息及び配当金の受取額 505 513

利息の支払額 △28,243 △23,003

法人税等の支払額 △45,808 △34,708

その他 △25,966 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,260,988 882,384

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,478 △6,032

無形固定資産の取得による支出 △6,091 △760

その他 △1,651 △11,367

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,221 △18,161

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,400,000 △1,500,000

長期借入金の返済による支出 △111,340 △42,910

自己株式の取得による支出 △120 △225

配当金の支払額 △17,555 △17,553

少数株主への配当金の支払額 △7,855 △7,855

その他 △56,053 △55,520

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,592,924 △1,624,064

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △342,157 △759,841

現金及び現金同等物の期首残高 1,617,068 1,970,915

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,274,911 1,211,074
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）
　 報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

建設コンサル
タント事業

情報処理事業
不動産賃貸・

管理事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客へ
の売上高

2,189,794 716,616 1,918 2,908,329 ─ 2,908,329

(2) セグメント
間の内部売上高

720 80,235 31,377 112,333 △112,333 ─

計 2,190,514 796,852 33,296 3,020,663 △112,333 2,908,329

セグメント利益 148,767 71,924 9,231 229,924 △54,789 175,134

(注) １ セグメント利益の調整額△54,789千円には、セグメント間取引消去1,926千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△56,715千円が含まれております。全社費用の主なものはグループの管理部門に係る費用

であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

建設コンサル
タント事業 情報処理事業

不動産賃貸・
管理事業

計

売上高

(1) 外部顧客へ
の売上高

2,277,206 793,069 2,093 3,072,369 ― 3,072,369

(2) セグメント
間の内部売上高

― 59,915 31,377 91,292 △91,292 ―

計 2,277,206 852,984 33,470 3,163,662 △91,292 3,072,369

セグメント利益 121,754 32,468 16,524 170,747 △69,589 101,158

(注) １ セグメント利益の調整額△69,589千円には、セグメント間取引消去735千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△70,325千円が含まれております。全社費用の主なものはグループの管理部門に係る費用であ

ります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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